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第４期（令和８年度） 事業計画 
 

室蘭てつのまち振興会 

 

 当会は、室蘭の「むかし」を調べ、「いま」を記録し、「あした」の賑わいに繋げることを目的に、設立以来

丸三年にわたり活動してきた。ある程度の活動の基盤が見え始め、財政を含めた運営基盤も固まりつつある。 

これまでの活動を踏まえ、第４期となる令和８年度は次のステップへの調査検討を進めることとし、以下の

事業を展開する。 

 

（１）調査研究事業 

   資料収集と、それに基づく調査研究を継続するほか、新たな取組みとして、(仮称)室蘭メセナ協会の設

立に向けた調査研究・実証をスタートさせる。 

 

   ● 史料収集 

 これまでに引き続き、室蘭市に関する史料や古地図、古絵葉書等の収集に努めるとともに、その調 

査研究に取り組む。 

 

   ● 「むろらんの建物」改版に伴う追跡調査 

     冊子「むろらんの建物」の改版に向けて、掲載建物の存廃について調査し反映させる。 

 

   ● (仮称)室蘭メセナ協会の設立に向けた調査研究・実証【新規】 

     室蘭市民に市内外の「本物」の舞台芸樹を鑑賞する機会を提供するとともに、市民による文化・芸

術の振興をサポートする「(仮称)室蘭メセナ協会」の設立に向けた調査研究を行う。 

 

（２）周知広報事業 

   前年度再始動させた「むろらん☆てつまち講座」の継続と拡充を行うほか、一部冊子の改版・増刷を 

行う。 

 

   ● 写真展等の展示企画 

     広く室蘭を知ってもらえるような展示を企画し、実施する。 

 

   ● 市民向け講座の企画・実施 

     ＜むろらん☆てつまち講座 BASIC＞ 

     ・前年度、メニュー化した「第 1部」「第 2部」の継続開催 

     ・「第 3部 室蘭の戦中戦後(仮称)」の企画・作成と実施 

     ・室蘭工大との連携による、工大生向け実施を目指す。 

     ＜むろらん☆てつまち講座 PREMIUM＞ 

     ・年 4回の実施を目指す。 

 

   ● 街歩きツアー等のガイド業務受託 

   ● ふるさと講座等への講師派遣 

     依頼があれば随時対応する。 

 

   ● 出版事業【一部新】 

     冊子「むろらんの建物」の改版・増刷を行う。その中に、過去の「てつのまち写真館」の作品のう

ち、「神社」「寺」など史料的価値の高いものを追加収録する。 

 



 

（３）情報発信事業 

   調査研究・周知広報の各事業と連動した発信を検討し、実施していく。 

 

   ● インターネットを通じた情報発信【一部新】 

     ・「むろらん・てつのまち情報局」による適宜・効果的な情報発信を継続する。 

     ・調査研究事業とも連携し、「むろらん・てつのまち写真館」にも定期的に写真を公開する 

     ・「むろらん★てつまちブログ」に記事掲載を行うとともに、公式 Webサイトの充実を図る。 

     ・公式 LINEアカウントを通じた「室蘭 Q&Aサービス」の実装を検討・実証する 

 

（４）その他の事業 

   消耗品の供給・グッズ制作等の既存事業や、前年度より開始した大判印刷サービスの継続の他、新たに

市民交流イベント（オフ会）を企画・実施するほか、工大生との連携や、将来的な活動の方向性の検討

を開始する。 

 

   ● 消耗品等の集中購買事業 

      前年度より引き続き、コピー用紙や切手類等を当会で集中購買し、代表が事務局を受託する団体 

等に販売する。 

 

   ● グッズ制作事業 

      缶バッジ・缶マグネット制作を中心としたオリジナルグッズ制作・販売事業を継続・拡大する。 

 

   ● 大判印刷サービス事業【新規】 

      昨年度導入した大判プリンタを活用し、ポスターや長尺印刷を提供するサービスを展開する。 

 

   ● 市民交流イベント「室蘭てつまち OFF」の開催【新規】 

      FBや各種 SNSを通じて活動する室蘭市民に広く声をかけ、交流会（オフ会）を企画・開催するこ

とで、相互交流を促進し、室蘭を盛り上げる市民相互の連携を強化する。 

 

   ● 室蘭工業大学の学生との連携検討【新規】 

      室蘭工業大学を拠点に活動する団体 portとの連携や、代表と繋がりのある研究室の学生との連携

等を模索し、学生とまちを繋げる活動を検討・実証する。 

 

   ● 将来の法人化に向けた調査研究・検討【新規】 

      将来的な本会の法人化の可能性の検討、担うべき役割とそのための体制について検討を開始する 

 

 

  



令和８年度 収支予算書 
自.令和８年１月１日  至.令和８年 12月 31日 

収入の部 

 

支出の部 

 

科目  R07 決算額 予算額 増減 適用  

前年度繰越金 (109,570) (125,414) (15,844)  

事業収益  (141,070) (140,000) (△1,070)  

 事業受託収益 0 20,000 20,000 1万円×2回程度(ガイド、講師等) 

 事業収益 71,505 50,000 △21,505 500円×25名×4 回=50,000円 

 販売収益 69,565 70,000 435  

雑収入  (9,978) (0) (△9,978)  

 受取利息 78 0 △78  

 雑収入 9,900 0 △9,900  

借入金  (0) (0) (0)  

 役員借入金 0 0 0  

当年度収入合計 260,618 265,414 4,798  

科目  R07 決算額 予算額 増減 適用  

事業費  (91,262) (125,000) (33,738)  

 会場費 14,660 15,000 340 3,750円×4回程度 

 販売原価 76,602 100,000 23,398 冊子印刷製本費 

 設備費 0 5,000 5,000  

 保険料 0 5,000 5,000 街歩き等対応 

事務費  (36,203) (60,000) (23,797)  

 印刷費 16,525 15,000 △1,525 講座資料等 

 郵送費 2,310 10,000 △3,740  

 通信費 440 5,000 4,560  

 消耗品費 8,718 10,000 1,282  

 委託費 0 5,000 5,000  

 講師謝金 3,210 5,000 1,790  

 慶弔/交際費 5,000 10,000 5,000  

調査研究費  (2,739) (40,000) (37,261)  

 図書費 2,739 10,000 7,261  

 調査研究費 0 30,000 30,000 メセナ、学生連携、法人化 

寄付金  (5,000) (5,000) (0)  

 寄付金 5,000 5,000 0 旧絵鞆小の会場費見合い 

雑費  (0) (10,000) (10,000)  

 雑費 0 10,000 10,000  

予備費  (0) (25,414) (25,414)  

 予備費 0 25,414 25,414  

当年度支出合計 135,204 265,414 130,210  


